
　

令和２年度　 　協働型学校評価重点目標について（結果）１２月実施
※児童は２月の数値
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【かかわり】誰にでも気持ちの良いあいさつをしている

% よくしている % している % あまりしていない % していない 数字：％
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【りかい】相手の話をしっかり聞いたり，自分の話をきちんと伝えたりしている

% よくしている % している % あまりしていない % していない 数字：％
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【そんちょう】仲間を大切に生活している
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児童の８７％，保護者の８６％，教職員の８５％が肯定的な評価をしていました。加茂小の児童は，コロナ禍の

影響もありますが，概ね挨拶ができていると言えます。

児童の９２％，保護者の８６．１％，教職員の６６．７％が肯定的な評価をしていました。職員の３３．３％が

マイナスの評価をしていますが，「相手意識が低い」「発信する力が不足している」「受動的で主体性が足りな

い」などの理由でした。

三者とも９５％以上が肯定的な評価をしていました。加茂小の児童は，優しい気持ちを持っていて，協力した

り，ルールを守ったりして生活ができる児童が多いという評価でした。


